
(57)【要約】

【課題】　リン含有排水中のリン酸イオンを効率よく除

去することができ、さらに、リン酸イオンを緩効性化成

肥料として利用可能なリン酸マグネシウムカリウムの固

体粒子として回収できるリン含有排水のリン処理方法を

提供する。

【解決手段】　リン含有排水１をリン吸着剤の充填層３

に供給してリン含有排水１中のリン酸イオンを吸着させ

た後、水酸化カリウム溶液４を用いてリン吸着剤からリ

ン酸を脱離させ、次いで、リン酸を含む脱離液５に〔Ｍ

ｇ〕／〔ＰＯ4
3 -〕が１以上となるようにマグネシウム

化合物８を添加し、撹拌混合することによりリン酸マグ

ネシウムカリウム１０を生成させ、その固体粒子を回収

することを特徴とするリン含有排水の処理方法。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
リ ン 含 有 排 水 を リ ン 吸 着 剤 の 充 填 層 に 供 給 し て リ ン 含 有 排 水 中 の リ ン 酸 イ オ ン を 吸 着 さ せ
た 後 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 を 用 い て リ ン 吸 着 剤 か ら リ ン 酸 を 脱 離 さ せ 、 次 い で 、 リ ン 酸 を
含 む 脱 離 液 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し 、 撹 拌 混 合 す る こ と に よ り リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム
カ リ ウ ム を 生 成 さ せ 、 そ の 固 体 粒 子 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る リ ン 含 有 排 水 の 処 理 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 リ ン 含 有 排 水 の 処 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 閉 鎖 性 水 域 で 特 に 問 題 と な っ て い る 富 栄 養 化 の 一 因 子 で あ る リ ン の 除 去 技 術 に は
ア ル ミ ニ ウ ム 塩 や 鉄 塩 等 の 金 属 塩 と リ ン を 反 応 さ せ る 凝 集 分 離 法 、 リ ン 鉱 石 や 骨 炭 等 の 種
晶 に ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト の 形 で リ ン を 析 出 さ せ る 晶 析 法 （ 接 触 脱 リ ン 法 ） 、 ア ン モ ニ ア
性 窒 素 の 存 在 下 で リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム （ Ｍ Ａ Ｐ ） の 形 で 析 出 さ せ る 造 粒 脱 リ
ン 法 （ Ｍ Ａ Ｐ 法 ） 、 微 生 物 の リ ン 過 剰 摂 取 作 用 を 利 用 し た 生 物 学 的 脱 リ ン 法 、 活 性 ア ル ミ
ナ 等 の リ ン 吸 着 剤 に 吸 着 除 去 す る 方 法 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 中 で 、 処 理 水 中 の リ ン 濃 度 を 安 定 し て 低 濃 度 に ま で 低 下 で き 、 さ ら に 廃 棄 物 発
生 の 少 な い 方 法 と し て リ ン 吸 着 剤 に よ る 吸 着 除 去 法 が あ り 、 近 年 、 活 性 ア ル ミ ナ や ジ ル コ
ニ ウ ム フ ェ ラ イ ト 系 に 代 表 さ れ る リ ン 吸 着 容 量 の 大 き い 種 々 の 吸 着 剤 が 開 発 さ れ て き て い
る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 リ ン 吸 着 剤 の 吸 着 能 を 維 持 す る た め に は 、 定 期 的 な リ ン の 脱 離
操 作 が 必 要 と さ れ る 。 リ ン 吸 着 剤 の 多 く は ｐ Ｈ ７ 付 近 か そ れ 以 下 の 酸 性 域 で リ ン 吸 着 能 は
最 大 を 示 し 、 そ の 範 囲 外 で は 極 端 に 低 下 す る た め 、 ア ル カ リ 性 溶 液 を 用 い て リ ン 吸 着 剤 か
ら の リ ン 酸 の 脱 離 が 行 わ れ て い る が 、 そ の 際 、 高 濃 度 の リ ン 酸 イ オ ン を 含 有 す る 脱 離 液 が
発 生 し 、 そ の 処 分 方 法 お よ び 有 効 な リ ン 回 収 方 法 が 課 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 リ ン 吸 着 剤 脱 離 液 中 の リ ン 酸 の 処 理 方 法 と し て 、 脱 離 液 に 塩 化 カ ル シ ウ ム や 水 酸
化 カ ル シ ウ ム 等 の カ ル シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し て リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 過 リ ン 酸 石 灰 等 の 沈 殿
物 と し て 分 離 回 収 す る 方 法 （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 ジ ル コ ニ ウ ム フ ェ ラ イ ト 系
の リ ン 吸 着 剤 か ら 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 で 脱 離 し 、 脱 離 液 に 更 に 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 添 加
す る こ と に よ り 、 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム の 過 飽 和 溶 液 と し て 析 出 さ せ る 方 法 （ 例 え ば 、 非 特 許
文 献 ２ 参 照 ） が 知 ら れ て い た 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 浦 野 紘 平 、 立 川 裕 隆 著 ,「 ア ル ミ ナ 系 新 吸 着 剤 に よ る 排 水 か ら の リ ン の
除 去 ・ 回 収 」 ， 表 面 ， ｖ ｏ ｌ ． ２ ６ ， Ｎ ｏ ． ６ ， ｐ ． ４ １ ４ － ４ ２ ４ （ １ ９ ８ ８ ）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 高 井 智 丈 、 岩 島 良 憲 、 大 島 純 治 、 村 澤 崇 、 西 田 克 範 、 小 松 央 子 著 ,「 ジ
ル コ ニ ウ ム 系 吸 着 剤 に よ る 脱 リ ン と 資 源 化 技 術 」 ， 資 源 環 境 対 策 ， ｖ ｏ ｌ ． ３ ７ ， Ｎ ｏ ．
２ ， ｐ ． １ ５ ７ － １ ６ ３ （ ２ ０ ０ １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た カ ル シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し て リ ン 酸 カ ル シ ウ ム や 過 リ ン 酸 石 灰
等 の 沈 殿 物 と し て 分 離 回 収 す る 方 法 で は 、 沈 殿 反 応 に は 過 剰 の カ ル シ ウ ム が 必 要 で あ り 、
生 成 し た 沈 殿 は ス ラ リ ー 状 で あ り 、 ハ ン ド リ ン グ が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た
、 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 析 出 さ せ る 方 法 で は 、 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム の 析 出 に 過 剰 の 水 酸 化 ナ ト
リ ウ ム 溶 液 が 必 要 と な り 、 ま た 回 収 し た リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム そ れ 自 身 で は 有 効 利 用 で き な い
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 本 発 明 は 、 リ ン 吸 着 剤 脱 離 液 中 の リ ン 酸 イ オ ン を 効 率 よ く 除 去 で き 、 ま た 取 り 扱 い が 容
易 で あ り 、 さ ら に 得 ら れ た も の が 肥 効 を 持 続 す る 緩 効 性 の 化 成 肥 料 と し て 有 効 利 用 で き る
リ ン 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 の 結 果 、 リ ン 酸 イ オ ン を 吸 着 し
た リ ン 吸 着 剤 を 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 で 脱 離 し 、 脱 離 液 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し 、 撹
拌 混 合 す る こ と で 脱 離 液 中 の リ ン 酸 イ オ ン を リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム の 固 体 粒 子 と し
て 、 除 去 し 回 収 す る と い う 事 実 を 見 出 し 、 本 発 明 に 到 達 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 リ ン 含 有 排 水 を リ ン 吸 着 剤 の 充 填 層 に 供 給 し て リ ン 含 有 排 水 中 の
リ ン 酸 イ オ ン を 吸 着 さ せ た 後 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 を 用 い て リ ン 吸 着 剤 か ら リ ン 酸 を 脱 離
さ せ 、 次 い で 、 リ ン 酸 を 含 む 脱 離 液 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し 、 撹 拌 混 合 す る こ と に
よ り リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム を 生 成 さ せ 、 そ の 固 体 粒 子 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る
リ ン 含 有 排 水 の 処 理 方 法 を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ン 吸 着 剤 脱 離 液 中 の リ ン 酸 イ オ ン を 効 率 よ く 除 去 す る こ と が で き 、
さ ら に 除 去 さ れ た リ ン 酸 イ オ ン は リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム の 固 体 粒 子 と し て 回 収 さ れ
、 高 品 質 の 緩 効 性 化 成 肥 料 と し て 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る リ ン 吸 着 剤 と し て は 、 ｐ Ｈ ７ 付 近 か そ れ 以 下 の 酸 性 域 で リ ン 吸 着 能
が 最 大 を 示 し 、 ア ル カ リ 性 溶 液 を 用 い て リ ン 吸 着 剤 か ら の リ ン 酸 の 脱 離 を 行 う こ と が で き
る も の で あ れ ば 限 定 さ れ な い が 、 具 体 的 に は 活 性 ア ル ミ ナ 系 、 ジ ル コ ニ ウ ム 系 、 塩 基 性 炭
酸 イ ッ ト リ ウ ム 、 キ レ ー ト 樹 脂 系 、 パ ト ラ イ ト 系 お よ び ハ イ ド ロ サ ル タ イ ト 系 な ど が あ げ
ら れ る 。 特 に 、 リ ン 吸 着 容 量 が 大 き い 吸 着 剤 と し て は 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 の 含 有 率 ６ ０ ～ ９ ０ ％ 、
粒 子 径 が ０ ． ５ ～ ５ ｍ ｍ 程 度 の 活 性 ア ル ミ ナ 系 や ジ ル コ ニ ウ ム フ ェ ラ イ ト （ Ｚ ｒ Ｆ ｅ 2 （ O
H） 8 ） を 主 成 分 と し 、 有 効 径 ０ ． ７ ｍ ｍ 、 均 等 係 数 １ ． ６ 以 下 の ジ ル コ ニ ウ ム 系 の 市 販 品
を 用 い る こ と が で き る 。 市 販 品 と し て 、 例 え ば 、 「 ネ オ ビ ー ド Ｄ 」 や 「 ネ オ ビ ー ド Ｄ Ｓ －
５ 」 （ 水 澤 化 学 工 業 社 製 ） 等 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 ま ず 上 記 し た リ ン 吸 着 剤 を 充 填 し た 充 填 層 に リ ン 含 有 排 水 を 供 給 し
て リ ン 酸 イ オ ン を 吸 着 さ せ る 。 充 填 層 へ の 供 給 は 、 上 向 流 で も 下 向 流 で も よ い 。 空 間 速 度
（ 流 量 ／ 吸 着 剤 充 填 体 積 ） は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 は ０ ． ５ ～ ２ ０ （ １ ／ ｈ ） の 範
囲 、 好 ま し く は ２ ～ １ ５ （ １ ／ ｈ ） の 範 囲 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ～ １ ０ （ １ ／ ｈ ） の 範 囲
で 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ ン 吸 着 剤 の 吸 着 能 を 維 持 す る た め に は 、 リ ン 含 有 排 水 中 の リ ン 濃 度 に も よ る が 、 充 填
体 積 の １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ 倍 程 度 の リ ン 含 有 排 水 を 通 水 し た 時 点 で リ ン 酸 の 脱 離 操 作 を 行 う
必 要 が あ る 。 本 発 明 に お い て は こ の 脱 離 操 作 に お い て 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 を 使 用 す る こ と
が 必 要 で あ る 。 こ こ で 用 い ら れ る 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ０
． ０ １ 規 定 以 上 が 好 ま し く 、 ０ ． １ ～ ２ 規 定 が さ ら に 好 ま し い 。 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 の 使
用 量 と し て は 、 リ ン 吸 着 剤 充 填 層 の 体 積 の １ ～ ５ ０ ０ 倍 、 好 ま し く は ２ ～ １ ０ ０ 倍 、 さ ら
に 好 ま し く は ３ ～ ３ ０ 倍 で あ る 。 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 の 供 給 の 方 法 は 上 向 流 で も 下 向 流 で
も 構 わ な い 。 こ の 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 を 用 い た 脱 離 操 作 に よ り 、 リ ン 吸 着 剤 充 填 層 に 吸 着
さ れ た リ ン 酸 が ほ と ん ど 脱 離 さ れ 、 得 ら れ た 脱 離 液 の リ ン 酸 態 リ ン 濃 度 は １ ０ ０ ～ ５ ０ ０
０ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル と 高 濃 度 を 示 し 、 ｐ Ｈ は １ １ ～ １ ３ 程 度 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て は 次 い で 、 得 ら れ た 脱 離 液 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し 、 攪 拌 混 合 す
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る 。 こ こ で 用 い ら れ る マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 マ グ
ネ シ ウ ム イ オ ン を 含 有 し た 海 水 な ど も 使 用 で き る が 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 溶 液 や 塩 化 マ グ
ネ シ ウ ム 溶 液 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム の 濃 度 は １ ～ ５ ０ ％ が 好 ま し
く 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ～ ３ ５ ％ で あ る 。 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム の 濃 度 は １ ～ ５ ０ ％ が 好 ま し
く 、 さ ら に 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 の 添 加 量 と し て は 、 〔 Ｍ ｇ 〕 ／ 〔 Ｐ Ｏ 4

3 - 〕 が １ 以 上 と な る よ う に
添 加 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 〔 Ｍ ｇ 〕 ／ 〔 Ｐ Ｏ 4

3 - 〕 が １ ～ ２ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 脱 離 液 に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 を 添 加 し た 液 を 攪 拌 混 合 す る 方 法 と し て は 、 撹 拌 翼 に よ り
機 械 的 に 撹 拌 す る 方 法 や 反 応 槽 に 導 入 し て 撹 拌 用 空 気 を 反 応 槽 の 底 部 よ り 供 給 す る 方 法 な
ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の 操 作 に よ り 、 次 の 反 応 が 起 こ る 。
Ｐ Ｏ 4

3 - ＋ Ｋ + ＋ Ｍ ｇ 2 + ＋ ６ Ｈ 2 Ｏ → Ｍ ｇ Ｋ Ｐ Ｏ 4 ・ ６ Ｈ 2 Ｏ ↓ 　 （ １ ）
　 生 成 し た リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム は 固 体 粒 子 と し て 回 収 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 処 理 方 法 の 一 例 を 示 す フ ロ ー 概 略 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 リ ン 含 有
排 水 １ は リ ン 吸 着 剤 充 填 層 ３ に 上 向 流 で 供 給 さ れ る 。 リ ン 含 有 排 水 １ 中 の リ ン 酸 イ オ ン は
リ ン 吸 着 剤 充 填 層 ３ に 吸 着 さ れ 、 リ ン 酸 イ オ ン が 除 去 さ れ た リ ン 吸 着 処 理 水 ２ が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 定 の リ ン 含 有 排 水 を 供 給 し た 後 、 リ ン 吸 着 剤 か ら リ ン 酸 を 脱 離 す る 。 脱 離 液 と し て 水
酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 ４ を 下 降 流 で 供 給 し 、 リ ン 吸 着 剤 充 填 層 ３ に 吸 着 さ れ た リ ン 酸 を 脱 離 し
脱 離 液 ５ が 得 ら れ る 。 こ の リ ン 酸 が 脱 離 し た 脱 離 液 ５ は 、 脱 離 液 貯 槽 ６ を 経 て リ ン 酸 マ グ
ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ で の 滞 留 時 間 が １ ０ 分 以 上 と な る よ う に 一 定 量 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ に マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物 ８ が 添 加 さ れ 、 反
応 槽 ７ の 底 部 か ら の 攪 拌 用 空 気 ９ の 供 給 に よ り 常 時 攪 拌 混 合 さ れ 、 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ
リ ウ ム が 生 成 す る 。 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ 内 部 で ｐ Ｈ は ８ ． ５ 以 上 に 保 つ
必 要 が あ る が 、 脱 離 液 ５ は 高 ア ル カ リ 性 で あ る た め 、 ア ル カ リ 剤 の 添 加 は ほ と ん ど 必 要 な
い 。 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム の 結 晶 は 粒 子 状 に 成 長 し て く る の で 、 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ
ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ の 底 部 よ り 一 定 間 隔 で 引 き 抜 く 。 脱 離 液 ５ 中 の リ ン 酸 イ オ ン が 除 去 さ
れ た 脱 離 液 処 理 水 １ １ は リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ 上 部 よ り 溢 流 す る 。 こ の よ
う に し て 、 リ ン 吸 着 剤 脱 離 液 ５ 中 の リ ン 酸 イ オ ン の ８ ０ ％ 以 上 を 除 去 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 処 理 方 法 の 他 の 一 例 を 示 す フ ロ ー 概 略 図 で あ る 。 図 ２ に お い て は 、 リ
ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ 上 部 よ り 溢 流 す る 脱 離 液 処 理 水 １ １ を 脱 離 液 と し て 再
利 用 す る ク ロ ー ズ ド シ ス テ ム の 一 例 で あ る 。 大 部 分 の リ ン 酸 イ オ ン を 除 去 さ れ た 脱 離 液 処
理 水 １ １ 中 に は 水 酸 化 物 イ オ ン と カ リ ウ ム イ オ ン が 多 量 に 残 存 す る た め 再 度 、 リ ン 吸 着 剤
に 吸 着 し た リ ン 酸 を 脱 離 す る た め の ア ル カ リ 剤 と し て 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 ７ か ら 流 出 し た 脱 離 液 処 理 水 １ １ に 、 消 費 さ れ た 水
酸 化 物 イ オ ン と カ リ ウ ム イ オ ン を 補 充 す る た め に 補 充 用 の 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 １ ２ を 添 加
し 、 リ ン 吸 着 剤 の 脱 離 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 使 用 す る 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 量 を 低 減 す る
こ と が で き 、 高 濃 度 の ア ル カ リ 廃 液 の 発 生 量 も 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 以 上 の よ う に し て 、 本 発 明 の 処 理 方 法 に よ り 得 ら れ た リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム の 固
体 粒 子 は 、 緩 効 性 化 成 肥 料 と し て 有 効 利 用 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ っ て 具 体 的 に 説 明 す る 。
実 施 例 １
　 直 径 ３ ２ ｍ ｍ 、 長 さ ４ ５ ０ ｍ ｍ の ガ ラ ス 製 カ ラ ム に 、 活 性 ア ル ミ ナ と し て ネ オ ビ ー ド Ｄ
（ Ａ ｌ 2 Ｏ 3 　 ８ ０ ． ５ ７ ％ 、 粒 度 ４ ～ ５ メ ッ シ ュ ９ １ ． ０ ％ 、 水 澤 化 学 工 業 社 製 ） を 吸 着
剤 層 が ４ ０ ０ ｍ ｍ と な る よ う に 充 填 し 、 こ の 充 填 層 に リ ン 酸 態 リ ン 濃 度 が ２ ． ０ ｍ ｇ ／ リ
ッ ト ル の 合 併 処 理 浄 化 槽 処 理 水 を 空 間 速 度 ５ （ １ ／ ｈ ） で 通 水 し て 処 理 し た と こ ろ 、 活 性
ア ル ミ ナ 充 填 体 積 の ３ ０ ０ ０ 倍 の 通 水 ま で 、 処 理 水 の リ ン 酸 態 リ ン 濃 度 は ０ ． ５ ｍ ｇ ／ リ
ッ ト ル 以 下 に 維 持 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 脱 離 操 作 と し て 、 充 填 体 積 の １ ０ 倍 量 の ７ ％ 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液 を 活 性 ア ル ミ
ナ 充 填 層 に 添 加 し て 活 性 ア ル ミ ナ に 吸 着 し た リ ン 酸 を 脱 離 し 、 リ ン 酸 態 リ ン 濃 度 ４ ０ ０ ｍ
ｇ ／ リ ッ ト ル 、 ｐ Ｈ １ ３ の 脱 離 液 を 得 た 。 活 性 ア ル ミ ナ に 吸 着 し た リ ン 酸 の 約 ９ ０ ％ が 脱
離 し た こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 脱 離 液 を リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽 に 導 入 し 、 こ こ で ３ ０ ％ 塩 化 マ グ ネ シ
ウ ム を 〔 Ｍ ｇ 〕 ／ 〔 Ｐ Ｏ 4

3 - 〕 ＝ １ と な る よ う に 添 加 し 、 空 気 撹 拌 し な が ら 、 ２ ５ 分 間 反
応 さ せ る こ と に よ り 、 脱 離 液 中 の リ ン 酸 イ オ ン は ８ ０ ％ 以 上 除 去 さ れ 、 沈 降 性 の 良 い 白 色
固 体 粒 子 が 得 ら れ た 。 こ の 白 色 固 体 粒 子 は Ｘ 線 回 折 の 結 果 、 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム
（ Ｍ ｇ Ｋ Ｐ Ｏ 4 ・ ６ Ｈ 2 Ｏ ） で あ る こ と が 判 明 し た 。
比 較 例 １
　 実 施 例 １ で 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム を 添 加 し た こ と に 代 え 、 ２ Ｍ の 塩 化 カ ル シ ウ ム 溶 液 を
〔 Ｃ ａ 2 + 〕 ／ 〔 Ｐ Ｏ 4

3 - 〕 ＝ ３ と な る よ う に 添 加 し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に 処 理 し た 。
実 施 例 １ と 同 様 に 脱 離 液 中 の リ ン 酸 イ オ ン は ８ ０ ％ 以 上 除 去 さ れ た が 、 非 常 に 沈 降 性 の 悪
い Ｃ ａ 2 （ Ｏ Ｈ ） Ｐ Ｏ 4 と 炭 酸 カ ル シ ウ ム の ス ラ リ ー 状 汚 泥 が 多 量 に 発 生 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の リ ン 含 有 排 水 の 処 理 方 法 の 一 例 を 示 す フ ロ ー 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の リ ン 含 有 排 水 の 処 理 方 法 の 他 の 例 を 示 す フ ロ ー 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 リ ン 含 有 排 水
２ 　 リ ン 吸 着 処 理 水
３ 　 リ ン 吸 着 剤 充 填 層
４ 　 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液
５ 　 脱 離 液
６ 　 脱 離 液 貯 槽
７ 　 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 反 応 槽
８ 　 マ グ ネ シ ウ ム 化 合 物
９ 　 撹 拌 用 空 気
10　 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム カ リ ウ ム 固 体 粒 子
11　 脱 離 液 処 理 水
12　 補 充 用 水 酸 化 カ リ ウ ム 溶 液
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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